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スローガン「チーム波佐見」～今と今からの笑顔育む～

人種や文化を超え互

いをリスペクトするこ

との大切さを教えてく

れました。

密を回避した会場で、

生徒も一緒にリズムを

感じながら音楽を楽し

みました。

２年生は地域の事業所の皆さんの協力を得て、12月15日から4日間のインターンシップを体

験しました。また、参加を希望した生徒が冬季休業中12月25日から1月5日までハウステンボ

ス長期・実践的インターンシップに参加しました。

生徒達はインターンシップを通じて、お客さまへの配慮はもちろん、働く人同士が協働する

ことの大切さや仕事に向き合う姿勢を学ぶことができました。

１２月２４日、コロナ禍であっても、

芸術に触れることは大切！との思いから、

収容人数に余裕のある波佐見町ウェイブ

ホールで芸術鑑賞会・終業式を実施しま

した。

出演はひょうげん教育のマリさん、ロ

ロちゃん、ウィンターホークの３人。

冬休みを目前に控えた１２月

２３日、球技大会を実施しまし

た。

コロナの影響で、会場に集

まっての応援はできませんでし

たが、寒さを吹き飛ばすように、

全力で楽しみながらプレーしま

した。

８日（金）３学期始業式 ※降雪により１２日に実施

１３日（水）人権・同和教育

１５日（金）２年陶芸教育

第５回卒業制作展 ◆佐世保展◆～１７日（日）

１８日（月）簿記補習～２２日

１９日（火）３年学年末考査時間割発表

２０日（水）３年進学者セミナー

２６日（火）美工１年 伝統工芸士による指導

３年学年末考査～２９日

2021年が始まりました。
残念ながら、コロナを取り巻く状況が悪化しています。
様々なことが制限されるのは辛いことですが、
誰もが感染する可能性があることを受け止めて、
まずは、うがい手洗い、換気を徹底し、
食事中も含め、マスク無しでの会話を避けましょう。



４００年の土と炎の歴史を誇るやきものの産地、
波佐見町唯一の高校である波佐見高校。
陶芸教育の精神を学校経営の柱に据えています。

例年、中高連携活動として波佐見中学校の生徒と実施していましたが今年度は交流活動ができず、

本校陶芸部の生徒が中心となって窯焚きを行いました。

最初は胴木間という窯前方部の大きな焚口から薪を入れていきます。薪を入れる位置やタイミング

を調整しながら、温度を管理し続け、1000度以上に上げていきます。1000度を超えたあたりで

「攻め焚き」に移り、窯の横側の焚口から薪を入れて温度を上げていきます。夜は男子の生徒が３時

間毎に交代で、夜通し窯焚きを行いました。

今回はなかなか温度が上がらずに苦戦しましたが、なんとか1260度ぐらいまで上がり終了しまし

た。普段の学校生活では体験できない貴重な活動となりました。

12月12日、HASAMIコンプラプロジェクトの一環として、地域資源探索見学会を実施し,

波佐見町と近隣地域の陶磁器関連施設や史跡等を見学しました。各見学先で、波佐見町学芸員の中野

様に詳しく説明していただきました。中野様、見学先の皆様、ありがとうございました。

波佐見町陶芸の館（湯無田郷） 有田町泉山磁石場 佐世保市うつわ歴史館（三川内）

智恵治登り窯跡（永尾郷） 三股陶石採石場跡（三股郷） 中尾上登り窯跡（中尾郷）

12月17日、１年全学科で陶芸教育見学会を実施しました。地場産業である波佐見焼について学

ぶ目的で毎年実施しています。波佐見町観光協会の観光ガイドの方々に引率していただき、史跡や

工場、観光スポットの説明を受けました。ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

旧波佐見町立中央小講堂兼公会堂 中善（陶磁器の窯元） 波佐見町西の原

野外博物館（世界の窯広場） 佐賀県立九州陶磁文化館 畑ノ原登り窯跡（村木郷）

「獅四天王」

美工科２年 梅下 翔馬

「７アイン」

美工科２年 久野 航輝

「egg」

美工科１年 山﨑 未緒

「親子」

美工科１年 山下 花鈴

「幸せ」

美工科２年 金谷 健矢

優良賞
入選

地域の皆さんの協力のもと、やきものを学ぶと共に、
皆さんの思いを受け止め、未来を担う自分達の役割
についても考える機会にしてくださいね。


